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期
間
‥
平
成
２０
年
9
月
１2
日（
金
）〜
１０
月
２５
日（
土
）

●
万
華
鏡
を
作
っ
て
み
よ
う

●
本
の
返
却
、忘
れ
ず
に
！

●
研
修
会
の
ご
案
内

第
４
講
座
　
11
月
22
日（
土
）　
植
田
省
三〈
音
楽
と
楽
し
む
、朗
読
の
ひ
と
と
き
〉

第
５
講
座
　
平
成
21
年
１
月
24
日（
土
）　
市
原
麟
一
郎〈
土
佐
言
葉
の
民
話・落
語
を
楽
し
む
〉

日
時
▼
10
月
11
日（
土
）午
後
２
時
〜
４
時

主
催
／
会
場
▼
四
万
十
町
立
図
書
館

対
象
▼
子
ど
も
の
本
に
関
心
の
あ
る
、お
父
さ
ん
お
母
さ
ん

　
　
　
地
域
の
方
々

今後の予定

■ 
松
井
淳
一
作
品
展

観覧料／一般２００円
　　　　（15歳以上・高校生は除く）
下記の手帳を提示の方は無料。
「身体障害者手帳（１級・２級）、療育手
帳、精神障害者保健福祉手帳、長寿
手帳」

「北帰行待(鴨の番の絵)」

四
万
十
町（
旧
窪
川
町
）出
身
の
松
井
淳
一の
個
展
。窪
川
商
工
会
を
経

て
、高
知
県
商
工
会
連
合
会
職
員
。退
職
後
、絵
を
独
学
で
学
び
、土
佐

闘
犬
の
イ
ラ
ス
ト
が
郷
土
出
身
の
力
士
栃
皇
山
の
化
粧
ま
わ
し
に
採

用
さ
れ
て
い
る
。

今
回
は
水
墨
画
を
約
30
点
、展
示
し
ま
す
。

◆
第
2
講
座

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
、

　絵
本
の
魅
力
を
伝
え
る

「
子
ど
も
に
絵
本
や
読
書
の
橋
を
架
け
る
連
続
講
座
」

【
講
師
】宿
毛
市
立
坂
本
図
書
館
読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ

　
　
　「
き
て
き
て
き
い
て
」

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
の
実
演
と
、

絵
本
や
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
の
選
び
方
に
つ
い
て
語
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。読
み
聞
か
せ
を
行
う
方
の
即
戦
力
と
な
る

こ
と
で
し
ょ
う
。大
人
だ
け
で
な
く
、お
は
な
し
を
聞
き
た

い
子
ど
も
た
ち
の
参
加
も
受
付
け
ま
す
！

夏
休
み
期
間
中
は
、本
の
貸
出
し
が一
番
、多
く
な
る
時
期
で
す
。

で
す
が
、夏
が
終
わ
る
と
と
も
に
、本
の
返
却
も
忘
れ
ら
れ
が
ち
で

す
。「
あ
の
本
返
し
た
か
な
」と
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。建
物
の
北

側
に
返
却
ポ
ス
ト
が
あ
り
ま
す
の
で
、24
時
間
返
却
で
き
ま
す
。

９
月
20
日
の
万
華
鏡
教
室
、定
員
ま
で
若
干
あ
き
が
ご
ざ
い
ま
す
。

キ
ラ
キ
ラ
し
た
世
界
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
申
込
み
は
図
書
館

ま
で
。
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　ニュージーランドは自然に恵まれている国で沢山の湖、山、林、などがあって、色々なアドベンチャー観光に対応できま
す。面積は日本とほぼ同じですが、人口は４００万人しかいないので広く感じます。日本のように地形はとても変化のある
山が多い国で、四季を感じる事ができます。夏はカラッとした暑さで、冬は雪が降るところも沢山あります。

　ニュージーランドは農産物生産国で、農業と林業が輸出の６０％以上を占めています。
ニュージーランドと言ったらイメージするのがやっぱり羊です。羊は人口の１０倍もいて緑の丘陵でどこでも見られます。私
の家も牧場で、山羊、羊と牛を飼っています。山羊は６００頭もいて乳を粉ミルクにして輸出しています。

　ニュージーランドの国の鳥はキウイです。キウイは絶滅危惧種なので、保護されています。飛べないので捕食動物に捕ま
えられやすい鳥です。果物のキウイは鳥の形に似てるのでその名前が付き、ニュージーランド人のこともキウイと呼びます。

　ニュージーランドでは、一番行われている夏のスポーツはクリケットとテニスです。クリケットの試合は本当に長くて、ルール
が難しいです。イングランドで生まれたクリケットはオーストラリア、インド、パキスタン、南アフリカなど世界中で
行われています。ニュージーランドはクリケット選手が世界中で一番多くいます。
冬はネットボールとラグビーで、ラグビーが大人気です。ネットボールはバスケットボールに似ていますが、
ドリブルはしません。私は７歳の時からずっとネットボールをしていて楽しいスポーツです。

四万十町区長連絡会先進地視察研修報告　
　　　　　　　　　　　　　　会長　川村　英子

　四万十町区長連絡会では、『自主防災組織の立ち上げ
の推進』『東南海地震を想定した住民力による防災活動
の推進』の2つをテーマに掲げ、6月26日・27日の2日間、兵庫
県淡路市と徳島県那賀町で視察研修を行ないました。
　今回、研修をさせていただいた淡路市は、平成7年の阪
神・淡路大震災による被災地であり、家屋倒壊等大きな被
害を受けた地域であり、また那賀町は平成16年の台風10
号豪雨による土砂災害で、尊い人命が失われ、家屋等も
大きな被害を受けた地域であります。
　今回、両市町で研修を受けさせていただくなかで、話
のなかで共通していることがありました。それは、『日頃より
地域住民同士がよく知り合っておくこと』『消防団・民生委
員・区長の連携を密にしていること』『行政に対する報告・
連絡方法を定めお互いの役割が発揮できるよう日頃から
訓練すること』の3点でありました。
　また、淡路市においては『避難所では一人一人の思い

お問い合わせ先　ローレル・マクドナルド　1 22-3576

ニュージーランドについてPART1

やり、譲り合いの心を保つことが大切である』といわれてお
りました。
　これは、阪神・淡路大震災直後の避難所生活は、数日
立つと不平・不満や過大要求等が出て、行政への苦情・
住民間の不和が生じることもあり、『避難所は最小限命
をつなぐための場所』なのだということを、日頃から住民は
理解し、避難所ではお互いが協力することが大事である
とのことでした。
　このように被災された地域の方々は、自主防災組織の
役割が非常に大切であると痛切に感じており、被災後は
年間の活動計画をつくり、活動内容を明確にして訓練を
繰り返し実施しており、大変参考となりました。
　この度の研修で印象に残った対策や提言を参考にし、
私たち区長連絡会としま
しても、自主防災組織をよ
り充実し、地区内の防災
活動の活性化につなげて
いきたいと考えております。

■開館時間
図書館／　9：30～18：00
（日曜 9：00～16：00）
美術館／10：00～17：30
（日曜 10：00～15：30）
■休館日／月曜・祝日
●e-mail
tosyo@town.shimanto.lg.jp
1 22-5000  522-5001




